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日
吉
神
社
よ
り

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

■
公
民
館
清
掃

●
五
月
十
一
日
（
日
）
第
十
四
の
皆
様

●
五
月
二
十
五
日
（
日
）
第
十
五
の
皆
様

●
午
前
八
時
よ
り

予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
な
ど
、
変
更
が
あ

る
場
合
は
防
災
無
線
に
て
お
知
ら
せ
を
致
し
ま

す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

●
五
月
十
七
日
（
土
）
第
一
・
二
・
三
班

班
長
の
皆
様

●
午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

●
福
島
町
会
館
駐
車
場
。
欠
席
の
場
合
は
、

必
ず
交
代
要
員
を
出
し
て
下
さ
い
。

電
池
・
蛍
光
灯
は
こ
の
日
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

「能美市主催健康教室」

毎月第２第４火曜日

５月１３日・２７日

午前１０時～

福島町会館にて

水分持参でお越下さいませ。

変更の場合は防災無線に

てお知らせいたします。

■
五
月
二
十
七
日
（
火
）
午
後
一
時
半
～

福
島
町
会
館
に
て
。
毎
月
第
四
火
曜
日
。

■
参
加
費
百
円

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

おきらくカフェ

■
新
入
生
交
通
安
全
祈
願
祭

三
月
二
十
三
日
（
日
）
、
新
入
生
の

交
通
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
宅
住
吉
神
社
神
職
に
よ
る
祝
詞
の
後
、
保
護
者
同

伴
で
玉
串
を
捧
げ
交
通
安
全
の
お
祈
り
を
し
ま
し

た
。

そ
の
後
、
能
美
警
察
署
の
地
域
課
長
の
稲
村
様
か
ら

横
断
歩
道
や
道
路
を
渡
る
と
き
は
、
「
止
ま
っ
て
、

右
を
見
て
、
左
を
見
て
、
も
う
一
度
右
を
見
て
か
ら

渡
る
よ
う
に
」
と
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な

で
た
の
し
く
練
習
し
ま
し
た
。

■
春
祭
り

四
月
十
五
日
（
火
）
、
安
宅
住
吉
神
社
宮
司
に
よ
る

詔
を
受
け
、
「
春
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
祭
り
に
は
今
年
の
五
穀
豊
穣

と
家
内
安
全
の
お
祈
り
に
、
天

候
の
悪
い
中
多
く
の
参
拝
者
が

訪
れ
、
今
年
六
年
に
進
級
さ
れ

た
新
し
い
巫
女
十
一
人
の
中
か

ら
今
回
は
Ａ
班
五
人
が
神
楽
舞

を
披
露
し
ま
し
た
。

＊
Ｂ
班
は

神
明
祭
、
元
旦
祭
、

交
通
安
全
祈
願
祭
を
担
当
さ

れ
ま
す
。

■
境
内
掃
除
に
つ
い
て

四
月
六
日
（
日
）
、
「
百
寿
会
」

の
境
内
掃
除
は
雨
の
為
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

五
月
十
一
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り
、
浜
小
福
島
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
境
内
掃
除
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

社
資
・
会
費
・
募
金
の
お
願
い

■
四
月
十
七
日
（
木
）
十
九
時
半
～

福
島
町
会
館

●
生
活
環
境
委
員
会

・
道
路
の
里
親
運
動
実
施
（
後
述
参
照
）

・
四
月
四
日
（
金
）
西
川
遊
歩
道
除
草
剤
散
布

・
四
月
六
日
（
日
）
墓
場
側
溝
清
掃
実
施

・
春
を
迎
え
、
町
内
の
除
草
作
業
を
開
始
し
ま
す
。

●
福
祉
厚
生
委
員
会

・
四
月
八
日
（
金
）
高
塚
委
員
長
が
「
の
み
活
倶
楽

部
」
を
体
験
。
健
康
増
進
運
動
を
実
体
感
さ
れ
、
皆
様

の
参
加
を
奨
励
。

●
自
主
防
災
会

・
五
月
十
一
日
（
日
）
「
能
美
市
防
災
セ
ン
タ
ー
見

学
」
を
募
集
中
（
四
月
十
七
日
現
在
・
二
十
日
締
め

切
り
）
。

・
九
月
二
十
日
（
土
）
恒
例
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
予
定
。
講
義
の
み
で
は
な
く
、
図
上
訓
練
な
ど
地

域
実
態
に
即
し
た
内
容
を
予
定
。

●
神
社
係

・
実
施
済
行
事
、
境
内
清
掃
の
お
願
い
な
ど
、
後
述

を
参
照
下
さ
い
。

●
公
民
館
運
営
委
員

・
四
月
六
日
（
日
）
天
候
不
良
の
為
、
公
民
館
解
放
に

て
屋
内
で
恒
例
「
花
見
の
会
」
を
実
施
。

・
四
月
二
十
日
（
日
）
西
川
遊
歩
道
草
む
し
り
を
実

施
（
後
述
参
照
）
。

・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
根
上
に
つ
い
て

（
後
述
参
照
）
。

●
生
産
組
合

・
四
月
二
十
七
日
（
日
）
西
川
遊
歩
道
（
山
側
）
の
除

草
剤
散
布
を
予
定
。

●
議
会

・
「
自
衛
消
防
団
技
能
演
習
」
六
月
八
日
（
日
）
に
決
定
。

●
町
内
会
長

・
ア
メ
シ
ロ
防
虫
作
業
六
月
八
日
（
日
）
実
施
。
雨
天

予
備
日
は
七
月
十
三
日
（
日
）
、
二
十
七
日
（
日
）
に

決
定
。

・
本
年
は
五
年
に
一
度
の
「
国
勢
調
査
」
の
年
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
根
上

■
五
月
十
八
日
（
日
）
午
前
九
時
～

半
日
開
催

・
浜
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て

・
本
年
は
能
美
市
誕
生
二
〇
周
年
記

念
大
会
で
あ
り
、
例
年
以
上
に
老
若

男
女
が
参
加
可
能
な
種
目
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
レ
ー
連
覇
を

狙
い
ま
し
ょ
う
！

・
詳
細
は
各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
を
参
照
下
さ
い
。

道
路
の
里
親
運
動

三
月
二
十
三
日
（
日
）
実

施
。
し
ら
さ
ぎ
の
里
街
路

樹
沿
い
の
皆
様
、
植
樹
の

ご
協
力
を
、
毎
年
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
小
さ

な
花
で
す
が
、
街
路
樹
下

に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

■
い
き
い
き
サ
ロ
ン

・
オ
カ
リ
ナ
演
奏

「
花
音
」
（
か
お
ん
）
の
皆
様

・
五
月
二
十
日
（
火
）
午
前
十
時
～

・
福
島
町
会
館
に
て

■
第
三
十
回
根
上
支
部

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
春
季
大
会

・
五
月
二
十
日
（
火
）
午
前
八
時
受
付

・
山
口
町
翠
ヶ
丘
G
G
場

・
事
前
に
若
林
へ
要
連
絡

T
E
L

五
五
・
〇
四
〇
二

四
月
七
日
（
月
）
、
百
寿

会
新
旧
役
員
に
よ
る
「
頑

張
ろ
う
会
」
を
兼
六
園
に

て
行
い
、
素
晴
ら
し
い
満

開
の
桜
を
楽
し
み
ま
し

た
。
昼
食
は
「
見
城
亭
」

に
て
、
美
味
し
い
料
理
を

頂
き
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
楽
し

い
花
見
を
堪
能
し
ま
し

た
。

以
下
三
点
、
各
班
長
さ
ん
が
各
戸
に
お
願
い
に
上
が

り
ま
す
。
本
年
も
、
ご
協
力
の
程
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
実
施
月
は
予
定
で
す
。

■
日
本
赤
十
字
社
社
資
（
協
力
会
員
）
の
募
集
（
六
月
）

一
口
五
百
円
で
す
。
特
別
社
員
・
有
効
章
の
申
込
に
関
し

て
は
町
内
会
長
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
二
万
円
以
上
と

な
り
ま
す
。

・
災
害
救
護
活
動

・
救
急
法
／
家
庭
看
護
法
の
講
習

・
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
・
・
な
ど
に
活
用

■
能
美
市
交
通
安
全
協
会
会
費
納
入
の
お
願
い
（
六
月
）

一
口
三
百
円
で
す
。

・
子
ど
も
達
や
高
齢
者
の
方
々
の
交
通
安
全
教
室

・
交
通
安
全
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
・
・
な
ど
に
活
用

■
緑
の
募
金
の
お
願
い
（
五
月
）

一
本
五
十
円
で
す
。

・
森
林
整
備

・
緑
化
の
推
進

■
不
整
脈
手
術
そ
の
三

高
い
ア
ル
コ
ー
ル
耐
性
を
持
つ
私
は
、

麻
酔
に
も
耐
性
が
高
か
っ
た
・
・
・

麻
酔
医
の
推
奨
す
る
三
十
単
位
を
二
十
単
位
に
下
げ

た
主
治
医
は
、
そ
の
後
何
度
も
覚
醒
す
る
私
に
手
こ

ず
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
何
せ
覚
醒
す
る
度
に
カ
テ
ー

テ
ル
の
手
を
止
め
て
、
麻
酔
投
与
を
指
示
し
、
麻
酔
が

効
い
て
か
ら
再
度
カ
テ
ー
テ
ル
を
操
作
す
る
と
言
う

二
度
手
間
三
度
手
間
。
当
初
の
想
定
時
間
を
は
る
か

に
越
え
る
施
術
と
な
る
訳
だ
。

そ
し
て
何
度
目
か
の
覚
醒
の
折
に
私
が
耳
に
し
た

主
治
医
の
言
葉
が
・
・
・

「
マ
ズ
イ
…
」

セ
ン
セ
イ
、
貴
方
は
気
付
い
て
無
い
で
し
ょ
う
が
、
私
、

聴
こ
え
て
ま
す
か
ら
…

そ
れ
っ
て
、
患
者
が
聞
き
た
く
な
い
言
葉
の
ベ
ス
ト

テ
ン
の
上
位
に
ラ
ン
ク
し
て
ま
す
よ
～

後
で
絶
対
問
い
詰
め
て
や
ろ
っ
と
・
・
と
思
い
な
が

ら
麻
酔
に
落
ち
る
私
で
し
た
。
そ
し
て
手
術
が
終
わ

り
、
病
室
へ
と
疾
走
す
る
ベ
ッ
ド
の
上
で
覚
醒
し
た

の
で
し
た
。
も
っ
と
麻
酔
を
！

翌
日
、
主
治
医
か
ら
の
手
術
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

曰
く
、
多
く
の
場
合
九
十
分
程
度
で
完
了
す
る
手
術

で
あ
る
が
、
私
の
場
合
七
時
間
を
超
過
し
た
レ
コ
ー
ド

級
の
手
術
で
あ
っ
た
。

二
百
数
十
ヶ
所
に
「
焼
き
」
を
入
れ
た
が
心
房
細
動
は

収
ま
っ
て
い
な
い
。
患
者
と
ド
ク
タ
ー
達
の
体
力
を
考

慮
す
る
と
手
術
を
こ
れ
以
上
続
行
す
る
の
は
宜
し
く

な
い
。
と
の
理
由
で
今
回
は
こ
こ
迄
！
と
言
う
事
に

な
り
ま
し
た
・
・
・
再
手
術
は
検
査
し
な
が
ら
三
～

四
ヶ
月
後
ね
♡
嗚
呼
、
あ
の
時
聴
い
た
「
マ
ズ
イ
」
っ

て
の
は
コ
レ
だ
っ
た
の
ね
。

そ
し
て
ド
ク
タ
ー
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
の
が

「
ゴ
メ
ン
ね
生
焼
き
に
し
て
、
次
は
し
っ
か
り
焼
く
か

ら
…
」

か
く
し
て
正
に
レ
ア(

生
焼
け)

な
ハ
ー
ト
を
持
つ
男
が

誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。

セ
ン
セ
イ
、
次
は
ウ
ェ
ル
ダ
ン
で
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
最
終
話
「
ひ
ま
わ
り
」
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

三
十
班

塩
谷
哲
弘

西
川
遊
歩
道
草
む
し
り

四
月
二
十
日
（
日
）
実
施
。

恒
例
の
春
の
公
民
館
行
事

で
す
。
お
み
や
げ
に
歯
愛

メ
デ
ィ
カ
ル
様
か
ら
い
た

だ
い
た
マ
ス
ク
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
参
加
の
皆
様
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。


